
 

 

帯広市とソフトバンク株式会社との 

デジタル化の推進に向けた包括連携協定について 

 

 

１ 協定の目的 

  帯広市とソフトバンク株式会社が相互に連携し、それぞれが有する資源を活用したチャレンジング

な取組等を通して地域課題を解消し、市民の利便性や地域価値の向上をはかるため、包括連携協定を

締結するもの。 

 

２ 協定の内容 

  上記の目的を達成するため、次に掲げる分野について、特に連携して取り組むもの。 

（１）先進的技術を活用したＤＸの推進 

（２）教育・子育て・健康・医療・福祉等、つなぐ・紡ぐまちづくりの推進 

（３）災害に強い安全・安心な地域づくりの推進 

（４）その他双方が必要と認める事項 

 

３ 具体的な連携イメージ 

 〇 DX・AI 技術や DX ソリューションの活用に関する支援 

 〇 デジタルディバイド対策の支援 

 〇 電話応対負荷軽減に向けた音声変換ＡＩ実証事業   など 

 

４ 締結式の概要 

（１）日 時  令和８年７月７日（火） 午後 1 時 40 分～午後 2 時 00 分 

（２）場 所  帯広市役所４階第１応接室 

（３）出席者  ソフトバンク株式会社 法人事業統括 公共本部 本部長 池田 昌人 

        帯広市        帯広市長 上野 庸介 

 

令和８年７月７日 

帯広市 


